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令和３年度事業計画 

 

１ 事業の推進にあたって  

近年、高齢化や単身世帯の増加、社会的孤立が進展するなか、支援を必要とする高齢

者、障がい者、生活困窮者等が増加するなど、地域を取り巻く環境が大きく変化してい

ます。このような中、本会では、「みんながつながり、安心して自分らしく暮らせるま

ちの実現」を基本理念に、「地域のネットワークで助け合い・支え合い」をテーマに掲

げて昨年３月に策定した「第５次志木市地域福祉活動計画」に基づき、ボランティア活

動や在宅福祉活動など、多様な地域福祉活動の取り組みを進めてきました。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大により、外出自粛を余儀なくされ、

イベントの休止や延期などで地域の交流活動が滞り、さらなる社会的孤立が生じていま

す。また、就業・雇用環境の悪化により、生活に困窮している世帯がさらに増加し、子

どもの貧困など、地域福祉に関するニーズも複合化、複雑化しています。 

このような状況下での令和３年度は、新型コロナウイルス感染状況をとらえつつ、各

事業において感染防止策を十分に講じながら、コロナ禍で滞っている地域の交流活動、

そして失業や休業による生活困窮など増大する地域課題の解決に向け、多様で重層的な

事業運営に取り組んでまいります。 

また、「地域のネットワークで助け合い・支え合い」をさらに進めていくため、町内

会や民生･児童委員、福祉施設、ボランティアなどの地域福祉関係団体とのネットワー

クを生かし、小地域活動を積極的に取り組めるよう、サロン活動の支援や地域福祉活動

助成において、感染症予防対策物品の支援や事業費補助の強化など既存事業の見直しを

図り、地域の皆様とともに地域共生社会づくりを推進してまいります。 
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２ 事業の取り組み方針 

(1) 生活困窮世帯への支援 

失業や休業などから生活が困窮してしまった世帯に対して、生活の維持継続に必要

な生活資金の貸付を行うための相談支援体制を強化します。さらに、フードバンクと

して食糧品を支給する事業を新規に立ち上げるなどして、１日も早く生活再建できる

よう支援してまいります。 

(2) 地域福祉拠点の環境整備 

   総合福祉センター、宗岡第二公民館では、感染症拡大の状況に応じた利用ルールの

見直しや徹底した消毒などを行い、誰もが安心して利用できる施設管理に引き続き取

り組みます。さらに、オンラインの活用ができるよう、各会議室に新たにインターネ

ット環境を整備します。また、小地域サロンに対する活動支援を整理統合し、支え合

い・助け合い活動支援事業とするほか、福祉センター、第二福祉センターでは、感染

防止対策を講じながら活動の場を増やし、長期間の自粛生活により身体機能が低下し

ている高齢者の介護予防活動に積極的に取り組んでまいります。 

(3) 高齢者支援の促進 

居宅介護支援事業所、訪問介護事業所、地域包括支援センターでは、重症化リス

クの高い利用者に感染することのないよう、感染症予防対策を徹底します。また、介

護サービス利用の自粛などにより、身体機能や認知機能が低下した利用者へ、関係機

関との連携を図り、改善及び向上のための取り組みを行います。さらに、地震や豪雨

などの災害に備え、地域の実情に応じた支援体制の構築を図り、新たに業務継続計画

を策定します。 

(4) 障がい者支援体制の整備 

   障がい者通所施設、地域活動支援センターでは、利用者一人ひとりの特性や施設の

状況に応じた感染症対策を適切に講じるほか、新たに災害時や感染症流行期にも継続

してサービスが提供できるよう体制を整備してまいります。また、相談支援事業所で

は、多くの障がい者が円滑にサービスを利用できるよう相談体制の充実を図ってまい

ります。 

  (5) 子ども・子育て支援の充実 

   児童センター、宗岡子育て支援センターでは、自宅でも楽しめる遊びなどの情報発

信を行うとともに、感染症予防対策を徹底し、安心して子ども同士で遊べる場や保護

者の情報交換の場などを提供します。また、放課後子ども教室・学童保育クラブで

は、「新しい生活様式」での運営を行うとともに、新たにタブレット端末を活用した

学習支援体制を整備するほか、地域住民の参加協力による児童帰宅時の見守り体制の

普及を促進してまいります。  
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サービス区分 １ 法人運営に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  社会福祉法人志木市社会福祉協議会の事業全体の管理及び総合的・計画的な事業執行

を行うための組織管理を行う部門として、各課間の連絡・調整を図り、適正な法人運営

を推進する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ４１，５８９ ４０，５３５ １，０５４ 

事業費支出 ２，１６７ ４，１３３ △１，９６６ 

事務費支出 ６，０５７ ５，０６６ ９９１ 

助成金支出 ０ ５５５ △５５５ 

積立資産支出 １１８ １１８ ０ 

繰入金支出 ４，７２４ １，４９３ ３，２３１ 

支出合計 ５４，６５５ ５１，９００ ２，７５５ 

 

３  主要な施策 

 (1) 法人・役員活動   ２，３６６千円 

      理事会、評議員会、監事会などの開催をはじめ、今年度は、役員、評議員等の任期

満了に伴う改選を行う。 

また、役員活動の傷害保険や法人としての損害賠償保険に加入する。 

 (2) 事務局活動   ５０，３００千円 

      法人事務局として必要な人事管理、財務管理などを行う。 

   また、職員体制強化のための研修を実施する。 

 (3) 組織強化活動   ４１３千円 

      会員の募集や福祉功労者表彰を行う。会員募集は、その中心的役割となる町内会を

はじめとする住民に対し、社協の役割などの説明をする機会を積極的に設ける。 

 (4) 広報活動   １，４７８千円 

   市民の求める地域福祉情報が提供できるよう、「しき社協だより」の発行やホーム

ページの維持管理、ＳＮＳによる情報発信等の広報活動を行う。 

 (5) 福祉サービスの適正運営   ９８千円 

      利用者からの苦情に適切に対応し、利用者が安心してサービスを利用できるよう、

運営施設ごとに苦情解決担当者を配置するとともに、第三者委員を委嘱し、その権利

を擁護する。  

（地域福祉課） 
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サービス区分 ２ 地域福祉に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  小地域を基盤とした福祉活動を支援することにより、福祉コミュニティの形成を図る。

また、地域住民の福祉・障がい理解を進めるとともにボランティア活動への関心を高め、

ボランティア・市民活動の育成、援助を行う。さらに、公的制度を重層的に補完できる

よう各事業の見直しを行い、地域で支える在宅福祉サービスを展開する。 

 

２ 支出予算額                                                (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ５，６６４ ６，３０９ △６４５ 

事業費支出 ４，０２２ ６，７１５ △２，６９３ 

事務費支出 ２，８６３ ３，３４２ △４７９ 

助成金支出 １０，１３８ １０，８４５ △７０７ 

支出合計 ２２，６８７ ２７，２１１ △４，５２４ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 地域福祉活動   １０，５５２千円 

    ① 生活支援体制整備事業の受託 

      市からの委託により、志木市における生活支援サービス体制を整備するため、生活

支援コーディネーターを配置し、持続可能な地域包括ケアシステムの構築に取り組む。 

   ② ふれあい健康交流会事業の受託 

      市からの委託により、６５歳以上の単身などの世帯で、閉じこもりがちな状況にあ

る人に対し、地域のボランティアの協力により、外出の機会と地域における高齢者間

の交流を図る介護予防事業を実施する。 

    ③ 家族介護者交流事業の受託 

      市からの委託により、在宅における介護活動を支援するため、介護者のストレスの

軽減を図り、介護情報を提供し、介護者相互のふれあいの場の提供などを行う事業を

市内５か所の地域包括支援センターと連携して実施する。 

    ④ 小地域サロン活動の支援 

      近所で地域住民同士が集える場をつくり、地域での支え合いを進めるため、小地域

サロン活動の設立・運営などを支援するほか、市民主体によるサロン活動が今まで以

上に活発に行うことができるよう、事業費補助の強化を行う。さらに、感染症予防対

策に必要な物品や経費などを支援し、市民が安心して参加できる環境づくりに取り組

む。 

  ⑤ 詐欺被害防止電話機等購入補助の実施 

   高齢者福祉を充実させるための横山武治高齢者福祉基金を活用し、より多くの高齢

者が詐欺被害に遭わないよう、引き続き詐欺被害防止電話機等購入補助を行う。 

（地域福祉課） 
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  (2) ボランティア・市民活動センター   ４，１４０千円 

    ① ボランティア・市民活動センターの運営 

      ボランティアや市民活動に関する情報提供を行うほか、安心してボランティア活動

ができるよう、ボランティア関連の保険窓口業務とボランティア活動保険加入の助成

を行い、ボランティア個人や活動団体を支援する。 

  ② ボランティアの育成、ボランティア活動の場の開拓 

    ボランティア活動につながる福祉体験講座やボランティアに関連した各種講座を開

催する。 

  ③ 福祉教育の推進 

      次代を担う子どもたちに福祉や障がい、ボランティアに対する理解促進を図るため、

小中学校との協働による福祉体験学習を推進する。また、地域における福祉・障がい

への理解者を増やすため、さまざまな障がいに関する講習会を開催するほか、関係団

体の行う障がい啓発事業などに協力する。 

  (3) 在宅福祉活動   ９３２千円 

  ① たんぽぽ生活応援隊の実施 

   高齢者や障がい者、子育て世帯等が日常生活で何らかの手助けが必要な際に、地域

住民による家事援助などの生活応援活動を行う。 

    ② 福祉機材の貸出 

      自宅で生活するうえで必要となる車椅子などの在宅福祉機材や福祉への理解を広め

る福祉教育機材などについて、社協会員や町内会などへの貸出を行う。 

  ③ 福祉車両利用料補助金交付事業の実施 

      常時車椅子を使用しているなど、外出が困難な社協会員の外出を支援するため、レ

ンタカー事業者から車椅子やストレッチャーのまま乗れる特殊車両を借り受けた際の

利用料金に対し、補助金を交付する。 

 ④ 災害見舞金支給事業 

      市内に居住し、火災、水害などの災害に見舞われた世帯に対し、災害見舞金を支給

するとともに、被災復興に向けた総合的な相談援助活動を行う。 

 

  共同募金配分金による主な施策 

  (1) 地域福祉活動助成の実施（赤い羽根募金、社協会費）   ４，７６１千円 

   小地域活動を活発にするため、町内会の福祉活動や地域福祉事業への助成をはじめ、

ボランティア・市民活動や福祉関係団体の行う地域福祉活動に対し助成する。 

(2) 介護用品購入支援事業（地域歳末たすけあい募金）   １，１００千円 

      介護保険制度など、公的サービスの対象とならない介護用品を低額で支給すること

により、在宅で日常的に介護をしている世帯の負担軽減を図る。 

    (3) 地域でつながる子育て応援事業（地域歳末たすけあい募金）  ９０５千円 

      地域で安心して子育てができるよう、子育て世帯に対し、子育て情報の発信に併せ

た子育て応援用品を配布することにより、子育て世帯への支援を行う。 

(4) フードバンク事業（地域歳末たすけあい募金）  ２９７千円 

 生活に困窮している世帯に対し、関係機関と連携し食糧品を支給する。  
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サービス区分 ３ 生活福祉資金貸付事業に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  埼玉県社会福祉協議会の受託事業として、低所得者、高齢者、障がい者や離職者等の

生活を経済的に支えるとともに、在宅生活の改善や社会参加の促進を図るため、資金の

貸付と必要な相談支援を行う。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １，３６８ １，３６８ ０ 

事務費支出 １６３ １６３ ０ 

支出合計 １，５３１ １，５３１ ０ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 資金貸付相談   ７６６千円  

   高齢者、障がい者、離職者等の生活に困った世帯に対し、相談援助を行うとともに、

必要に応じ生活福祉資金貸付制度により資金の貸付を行い、その世帯の経済的自立や

社会参加を促す。 

   また、新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、生活に困窮する世帯

に対し、特例貸付を行う。 

  (2) 債務相談    ７６５千円 

      貸付者に対し、生活安定のための相談援助を行うとともに、滞納者に対する債務相

談を行うことにより、経済的自立や社会参加を促す。 

  

（地域福祉課） 



- 7 - 

 

サービス区分 ４ 相談支援事業に要する経費 

 

１ 事業の概要 

    地域住民が抱える複雑化、複合化したさまざまな相談に対応できる福祉総合相談を実

施する。 

  また、市からの委託により、障がい者やその家族が抱える福祉課題の相談に応じ、必

要な情報の提供及び助言、その他の障がい福祉サービスの利用支援など、必要な支援を

行う。さらに、虐待の防止及びその早期発見のための関係機関との連絡調整、その他の

障がい者等の権利擁護のために必要な援助を行う。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １４，４９９ １４，３１３ １８６ 

事業費支出 ０ ３０ △３０ 

事務費支出 ２，６５０ ３，０６２ △４１２ 

ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済支出 １２２ ０ １２２ 

繰入金支出 ０ ２４７ △２４７ 

支出合計 １７，２７１ １７，６５２ △３８１ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 障がい者等相談支援事業   ９，９４８千円  

   障がい者やその家族からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言、その他の障が

い福祉サービスの利用支援などを行う。また、サービスを受けるために必要な障がい

支援区分認定調査に関する業務を行う。 

 (2) 指定特定相談支援事業      ７，３２３千円 

   市から特定計画相談支援事業の指定を受け、本人のニーズにあわせたサービス利用

計画を作成し、定期的にモニタリングを行いながら本人が安定した生活を送ることが

できるよう支援していく。 

  

（障がい福祉課） 
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サービス区分 ５ 法人後見事業に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  判断能力が十分でない高齢者、知的・精神障がい者等が安心して生活できるよう、法

人として成年後見人などを受任する。また、判断能力が低下し、一人で生活していくこ

とに不安がある人に、福祉サービス契約の代行・代理、郵便物の整理・確認、日常的な

金銭管理、重要書類の管理などにより生活を支援する福祉サービス利用援助事業を実施

する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ９，７８５ ９，６８２ １０３ 

事業費支出 ３９１ ５４４ △１５３ 

事務費支出 ９８５ ８１８ １６７ 

繰入金支出 ９６０ ７０７ ２５３ 

支出合計 １２，１２１ １１，７５１ ３７０ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 福祉サービス利用援助事業   ８，５４９千円 

     障がいや疾病などにより判断の能力が低下し、一人で生活していくことに不安のあ

る人を対象に、生活支援員が定期的に訪問し、日常生活を支える次のサービスを行う。 

    ① 福祉サービス利用援助 

   福祉サービスの情報提供や相談、利用の申込み、契約の代行・代理などを行う。 

    ② 日常生活上の手続き援助 

      郵便物の整理・確認、届出の代行などを行う。 

    ③ 日常的金銭管理 

      日常生活上の生活費の管理、支払いの代行、生活費のお届けなどを行う。 

    ④ 書類等預かりサービス 

      預貯金通帳、実印、不動産の権利証などを預かる。 

 （2）法人後見事業   ３，５７２千円 

     判断能力が十分でなく、生活の安定を図る必要のある人に対し、成年後見人などの

選任により法人として成年後見業務を受任し、継続的に財産管理や身上保護を行うほ

か、市内で活動する市民後見人の後見監督業務を行う。 

 (3) 権利擁護推進事業運営委員会 

      法人後見活動や市民後見人への支援など、さまざまな権利擁護に関する課題を協議

する機関として、権利擁護推進事業運営委員会を設置し、福祉サービス利用援助事業

及び法人後見事業の適正運営について、さまざまな専門職から適切な相談・助言をい

ただく。  

（障がい福祉課） 
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サービス区分 ６ 地域活動支援センターに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  障がい者の意思及び人格を尊重し、地域において自立した生活を営むことができるよ

う、障がい者等の声をもとにした創作的活動及び生産活動の機会の提供並びに社会との

交流を促進する事業を実施する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ４，４６２ ４，４６１ １ 

事業費支出 ６，６５１ ６，７７２ △１２１ 

事務費支出 １，６９８ １，５８０ １１８ 

支出合計 １２，８１１ １２，８１３ △２ 

 

３ 主要な施策 

  (1) 地域活動支援センターの管理運営   ５，１３４千円 

    ① 利用促進 

      さまざまな障がい者の社会参加を促進するため、市や保健・福祉・医療機関・団体

などとの連携により、利用の促進を図る。 

  ② 緊急時対策、非常時対策 

   利用者の病状に急変その他の緊急事態が生じたときは、速やかに医療機関へ連絡す

るなど適正な措置を講ずる。また、非常災害に備え、事業ごとに避難経路を利用者に

周知する。 

  ③ 感染症予防対策 

   感染症の拡大状況などに応じて、事業の内容を随時見直す。 

 (2) 自主事業及び受託事業の実施     ７，６７７千円 

  ① 教室事業 

      障がい者の創作的活動及び生産活動の機会を提供するため、さまざまな障がいの特

性に対応できる教室事業を実施する。教室事業等で制作した作品をＳＮＳ等で紹介し、

参加者の制作意欲の向上を図る。また、サークル活動を支援し、利用者の拡大を図る。 

  ② 機能回復訓練事業 

   市からの委託により障がい者の身体機能改善のため、定期的に理学療法士及び作業

療法士の指導のもと、機能回復訓練を実施する。また、相談支援事業所などと連携を

図り、日常生活の様子などにも配慮する。 

    ③ 社会適応・生活訓練 

      一般就労または就労支援施設に通所している障がい者等に対し、社会参加の機会と

情報交換・交流の場を提供し、社会適応能力の向上を図る。また、障がい者のリハビ

リ訓練や日常生活訓練を実施する。     

（障がい福祉課） 



- 10 - 

 

サービス区分 ７ 志木市児童センターに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  児童に健全な遊びを提供して、その健康を増進し、情操を豊かにする児童福祉法の規

定に基づく目的を達成するための事業を展開するとともに、施設の維持管理に努め、利

用者が安心して安全に利用できる施設運営を指定管理者として行う。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ２１，６５４ ２１，３３２ ３２２ 

事業費支出 ２８６ ２８３ ３ 

事務費支出 １，９６５ １，８０８ １５７ 

支出合計 ２３，９０５ ２３，４２３ ４８２ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 児童センターの管理運営   ２３，６１９千円 

   ① 利用促進 

      学校や近隣の公共施設等への案内やポスターの設置などを通し、センターのＰＲ活

動を充実させ、利用の促進を図る。 

  ② 緊急時対策、防犯・防災対策 

   消防計画に基づく自衛消防訓練を行うほか、利用者の協力を得て、年４回避難訓練

（火災・地震・不審者対応）を行う。また、救急救命、応急処置、防犯体制など、職

員間の確認を月１回実施する。 

  ③ 感染症予防対策 

   自宅でもさまざまな遊びが楽しめるよう、動画配信を行う。 

(2) 自主事業の実施   ２８６千円 

  ① 未就学児保護者・小学生以上対象事業 

      未就学児の親子が楽しむ機会を提供するとともに、保護者間の交流を支援し、継続

して利用できる場としての確立を目指す。また、小学生以上の実情に応じたさまざま

な遊びを通して、体験・経験の機会を提供し、仲間づくりや心身の健康と体力の増進、

社会性の育成を推進する。さらに、利用児童の生活環境（友達関係や家庭、地域にお

ける生活状況）の諸問題の早期発見や発生予防に努める。 

    ② 地域育成事業 

      関係事業所との共催事業を通じて、児童センターの周知・ＰＲに努める。 

③ 複合施設を生かした連携の強化 

 宗岡子育て支援センターをはじめとする総合福祉センター内施設との連携を図り、

市民の実情を把握したうえで、効率的・効果的な事業を展開し、市民サービスの向上

と利用の促進を図る。  

（こども未来課） 
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サービス区分 ８ 宗岡子育て支援センターに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  子育て家庭の保護者、乳幼児等に対する支援を行うため、子育て親子の交流の場の提

供と交流促進を中心とした事業を展開するとともに、児童福祉法に基づく地域子育て支

援の拠点として、利用者が安心・安全に利用できる施設運営を指定管理者として行う。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １０，４２７ １０，３６７ ６０ 

事業費支出 ２５９ ２７６ △１７ 

事務費支出 １，６８７ １，４４３ ２４４ 

支出合計 １２，３７３ １２，０８６ ２８７ 

 

３ 主要な施策 

  (1) 宗岡子育て支援センターの運営   １２，１１４千円 

    ① 利用促進 

      乳幼児の親子が気軽に集える環境づくりを行い、利用の促進を図る。また、地域の

中で親子の交流を進め、センターのＰＲ活動を行うほか、地域の子育て情報や子育て

に関するさまざまな情報を提供する。 

  ② 緊急時対策、防犯・防災対策 

   消防計画に基づく自衛消防訓練を行うほか、利用者の協力を得て、年４回避難訓練

（火災・地震・不審者対応）を行う。また、救急救命、応急処置、防犯体制等、職員

間の確認を月１回実施する。 

  ③ 感染症予防対策 

   家庭で過ごす親子に対して、動画配信や「Ｚｏｏｍ」を用いた相談や講座等を実施

する。 

 (2) 自主事業の実施   ２５９千円 

    ① 子育て親子交流事業 

      乳幼児と保護者を対象に、交流の場の提供と交流の促進を図る「あそびの広場」や

親子講座などの事業を実施するほか、保育士や小児科医師など専門職による相談支援

を充実させ、子育ての不安を軽減する。 

  ② 子育て支援事業 

     乳幼児の保護者を対象に、保護者同士の交流を図り、育児への不安や負担を解消し、

リフレッシュできるよう、種々の事業を開催する。 

   ③ 関係機関との連携 

   児童センター、市内子育て支援センター、児童発達相談センター及び健康増進セン

ターなどとの連携・協力により、地域子育て支援拠点の充実を図る。  

（こども未来課） 
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サービス区分 ９ 放課後子ども教室・学童保育クラブに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  市からの委託により、宗岡地区４小学校の全児童を対象に、安心・安全に過ごすこと

ができる放課後の居場所として、学校内や学童保育専用施設で学習を支援するほか、遊

び、スポーツ、文化活動等を体験し、交流をするプログラムを行う「放課後志木っ子タ

イム事業（全児童を対象とする「放課後子ども教室」と就労家庭等の児童を対象とする

「学童保育クラブ」を一体的に運営する事業）」を実施する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ９９，９２４ ９１，８００ ８，１２４ 

事業費支出 １６，４７０ ２２，１６１ △５，６９１ 

事務費支出 １２，５５４ １１，０３８ １，５１６ 

支出合計 １２８，９４８ １２４，９９９ ３，９４９ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 放課後志木っ子タイム事業の展開   １２８，９４８千円 

   事業の展開は、地域住民の参画を得て、市民力を最大限に生かし、発達段階に応じ

て児童が主体的に活動できる魅力あるプログラムを開発・実施する。また、活動場所

を工夫して、感染症予防対策を徹底した「新しい生活様式」での効率的な運営体制を

確保し、ＩＣＴ機器を活用した多様なプログラムを実施する。さらに、新たなプログ

ラムとして「放課後学習教室」を実施し、３・４年生を対象にタブレット端末を活用

した学習支援と、低・高学年を対象とした学習アドバイザーによる学習支援を行える

よう、総合的な学習支援体制を整備していく。 

 (2) 緊急時対策、防犯・防災対策 

      危険箇所や児童のケガなどの情報を連絡してもらい、支援員が駆けつけるシステム

である放課後の見守り活動「ちいパト隊」の普及活動をさらに促進する。また、放課

後志木っ子タイム事業を利用するすべての児童の入退室管理について、カードリーダ

ーを利用して、保護者へメール配信をする。さらに、不審者対策、地震、火災、水害

に関する訓練を実施する。 

 (3) 保護者及び学校との連携 

   保護者に対し、おたより、ホームページなどにより、放課後志木っ子タイム事業に

関する情報を配布・発信する。また、学校施設の利用について適時学校と協議するほ

か、学校、ＰＴＡ、保護者、市役所主管課で構成する運営委員会を設置し、適切な運

営と事業の活性化を図る。 

   

（こども未来課） 
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サービス区分 10 居宅介護支援事業に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  介護保険制度における指定居宅介護支援事業所として、高齢者が住み慣れた地域で暮

らしていくために要支援・要介護認定を受けた人のケアプランを作成し、関係各所との

連携強化を図りながら、利用者の自立した在宅生活を支援する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ３０，８８３ ３０，６６４ ２１９ 

事務費支出 ３，７７２ ４，３６９ △５９７ 

ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済支出 ８３３ ０ ８３３ 

繰入金支出 ０ １，７８４ △１，７８４ 

支出合計 ３５，４８８ ３６，８１７ △１，３２９ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 居宅介護支援事業所の運営   ３５，４８８千円 

    ① 事業所の運営 

    利用ニーズに応じて、介護保険法に基づいた介護支援専門員の人員配置を適正に行

う。また、コロナ禍においてサービスの利用を自粛し、身体機能や認知機能が低下し

てしまったなど、多様化する在宅介護ニーズに対し、関係事業所・機関と連携・協力

して、利用者が可能な限り自立した日常生活ができるよう、継続的なケアマネジメン

トを行う。 

   その他、新たに災害時や感染症拡大防止に対するＢＣＰ（業務継続計画）を地域の

実情に即して策定するほか、看取りについてはガイドラインにそって本人の意思を尊

重したアセスメントを行い、ケアプランを作成する。 

  ② 会議・研修の実施 

      経験を踏まえた資格取得研修をはじめ、事例検討会、事例振り返りを積極的に行い、

実際の業務に反映できるよう研鑽を図る。また、オンラインツールを積極的に活用す

るなど、感染症予防対策を講じながら介護支援専門員の資質の向上を図る。 

    ③ 認定調査の実施 

   中立的・専門的立場により、要介護・要支援認定申請者の認定調査を行う。また、

認定調査を通じて、高齢者の身体・生活実態と地域ニーズの把握に努める。 

  (2) 関係部署との連携 

     社会福祉協議会が運営する居宅介護支援事業所として、関係部署との連携を図って

事業を展開する。 

  

（長寿えがお課） 
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サービス区分 11 訪問介護事業に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  指定訪問介護事業所、指定居宅サービス事業所及び市からの委託事業所として、さま

ざまな制度に基づき、訪問介護員が居宅を訪問し、身体介助や家事援助などのサービス

を提供することにより、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、在宅生活

を支援する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ７５，７７６ ７６，７９０ △１，０１４ 

事務費支出 ４，８０１ ４，６８９ １１２ 

ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済支出 ８３３ ０ ８３３ 

繰入金支出 １，８９３ １，１１３ ７８０ 

支出合計 ８３，３０３ ８２，５９２ ７１１ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 訪問介護事業所の運営   ８３，３０３千円 

    ① 事業所の運営 

   地域に密着したサービスを提供するため、引き続き感染症予防対策を徹底して地区

担当体制により業務を行うほか、新たに災害時や感染症拡大防止に対するＢＣＰ（業

務継続計画）を策定する。また、看取りケアなど訪問介護員としての専門的知識を向

上するため、オンラインツールを活用しながら会議・研修会を実施する。 

    ② 高齢者世帯への取り組み 

      介護保険制度における訪問介護事業所の指定を受け、要介護・要支援者の在宅生活

を支える訪問介護を提供する。また、増加傾向にある認知症利用者へのケアの充実を

図る。 

    ③ 障がい者世帯、子育て世帯への取り組み 

      障害者総合支援制度における居宅サービス事業所として、障がい者の在宅生活を支

える居宅介護を提供する。また、重度視覚障がい者の同行援護や障がいに応じた移動

支援を行う。さらに、市が子育て支援を必要と判断した家庭に対し、家事援助などを

提供する訪問事業を委託により行う。 

    ④ 制度対象外サービスへの取り組み 

      通院時の院内介助など、介護保険制度で認められていないサービスが必要な場合は、

活用できる社会資源を紹介するほか、必要に応じて自費契約の訪問介護を実施する。 

  (2) 関係部署との連携 

     社会福祉協議会が運営する訪問介護事業所として、関係部署との連携を図って事業

を展開する。  

（長寿えがお課） 
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サービス区分 12 志木市福祉センターに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  高齢者が健康で明るい生活を送ることができるよう、高齢者の介護予防の推進、教養

の向上及びレクリエーションの実施など、高齢者が健康で明るい生活を送ることができ

る施設運営を指定管理者として行う。 

    また、複合施設の特徴を生かした多様な事業を実施するほか、志木市老人クラブ連合

会の事務局として、老人クラブ活動の支援を通して、高齢者福祉の活性化を図る。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １０，９２９ １０，８０９ １２０ 

事業費支出 ３，４３６ ２，９４６ ４９０ 

事務費支出 ５，４２７ ６，１０５ △６７８ 

支出合計 １９，７９２ １９，８６０ △６８ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 福祉センターの管理運営   １６，３５６千円 

  ① 利用促進 

      総合福祉センター２階フロアを中心とした安心・安全な施設管理により、利用者間

のコミュニケーションや生きがいづくりの場として、高齢者の社会参加活動を積極的

に促進する。また、長期間の自粛生活により身体機能が低下してしまっている高齢者

の介護予防活動に積極的に取り組む。 

  ② 緊急時対策、防犯・防災対策 

      年２回、消防計画に基づく自衛消防訓練を実施するとともに、危機管理マニュアル

に基づく緊急時の総合的な防犯・防災体制を整備する。 

 (2) 自主事業の実施   ３，４３６千円 

   ① 介護予防事業の充実 

   感染症予防対策を徹底し、高齢者運動トレーニングや転倒予防事業を実施し、健康

的で自立した生活が継続できるよう体力維持・強化のための支援を行う。 

    ② 教室事業の実施 

     感染症拡大の状況に応じて規模を縮小・分散化した教室事業を通じて、高齢者同士

が交流できる場を提供し、高齢者の孤立防止や生きがいづくりを進める。 

  ③ まつりの実施 

   日頃の活動の成果が発表できる高齢者の生きがいづくりの場を確保するため、感染

症の流行状況に応じて、事業の実施方法を見直す。 

  ④ 志木市老人クラブ連合会活動 

   志木市老人クラブ連合会の事務局として、「健康・友愛・奉仕」の精神で明るい生

活が送れるよう、老人クラブ活動への協力・支援を行う。  

（地域福祉課） 
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サービス区分 13 志木市第二福祉センターに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  高齢者が健康で明るい生活を送ることができるよう、高齢者の介護予防の推進、教養

の向上及びレクリエーションの実施、高齢者のサークル活動支援など、高齢者が健康で

明るい生活を送ることができる施設運営を指定管理者として行う。 

    また、隣接する市営住宅の安全確認を定期的に行い、一人暮らし高齢者に対する緊急

事態への不安軽減を図る。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １３，２０９ １２，６９８ ５１１ 

事業費支出 ２，１５９ ２，４８３ △３２４ 

事務費支出 ２０，９６８ ２１，２１５ △２４７ 

支出合計 ３６，３３６ ３６，３９６ △６０ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 第二福祉センターの管理運営     ３４，１７７千円 

  ① 利用促進 

      感染症予防対策を徹底し、高齢者の楽しみを増やせる生きがいづくりの場を確保し、

高齢者の社会参加活動を促進する。また、安全な浴場管理に努める。 

  ② 緊急時対策、防犯・防災対策 

      年２回、消防計画に基づく自衛消防訓練を実施するとともに、危機管理マニュアル

に基づく緊急時の総合的な防犯・防災体制を整備する。 

  (2) 自主事業の実施   ２，１５９千円 

   ① 介護予防事業の充実 

   健康増進及び生活の質の向上を図るため、介護予防セミナー、筋力トレーニング、

転倒予防体操、毎朝の５分間体操、機能回復マシンなどに取り組む。 

    ② 教室事業の実施 

     感染症拡大の状況に応じて規模を縮小・分散化した教室事業を通じて、高齢者同士

が交流できる場を提供し、高齢者の孤立防止や生きがいづくりを進める。 

  ③ サークル活動の支援 

      利用者同士による自主的なサークルが活動しやすい環境を整える。また、サークル

活動が発表できる場を確保していく。 

  ④ 隣接住宅の見回り安全確認 

      隣接する市営城山住宅に居住する一人暮らし高齢者に、定期的な安全確認を行い、

緊急事態に対する不安軽減を図る。  

（地域福祉課） 



- 17 - 

 

サービス区分 14 障がい者通所施設(生活介護)に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  障害者総合支援制度に基づき、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むこと

ができるよう、利用者の意向、適性、障がいの特性その他事情を踏まえた個別支援計画

を作成し、利用者に対して適切かつ効果的な障がい福祉サービスを実施する。 

 

２ 支出予算額                                                  (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ２９，９３７ ３１，４３８ △１，５０１ 

事業費支出 ３９１ ７３１ △３４０ 

事務費支出 ４，２７１ ３，８９９ ３７２ 

就労事業・事業税支出 ３６０ ４５６ △９６ 

支出合計 ３４，９５９ ３６，５２４ △１，５６５ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 生産活動の実施     ３６０千円 

   日常生活を向上するための訓練を行うとともに、アクリル毛糸製品などの製作や分

別作業、地域交流活動などに取り組み、社会生活力の維持・向上を図る。 

（2）生活介護事業の運営   ３４，５９９千円 

    ① 事業所の運営 

   適正な人員配置を行い、感染症予防対策を徹底して、一人ひとりの能力に併せた食

事・排泄の介助や日常生活上の支援を提供する。また、利用者の利便性を高めるため、

送迎サービスを提供するほか、作業室のワンフロア化を進め、より重度の利用者の受

け入れ態勢を構築していく。 

  ② 身体能力、日常生活能力の維持・向上のための支援 

   一人ひとりの状況に応じ、音楽療法、大正琴、絵画教室などの余暇活動、職員によ

るレクリエーションやリハビリ体操などの健康増進活動を通じて、身体能力、日常生

活能力の維持・向上を図るための支援を行う。 

    ③ 緊急時対策、防犯・防災対策 

   年２回、消防計画に基づく自衛消防訓練を利用者などの参加協力を得て実施する。 

   また、地震や豪雨などの災害時のほか、感染症流行期などにも継続してサービスが

提供できるよう、新たにＢＣＰ（業務継続計画）を策定し、体制を整備する。 

  

（障がい福祉課） 
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サービス区分 15 障がい者通所施設(就労継続支援Ｂ型)に要する経費  

 

１ 事業の概要 

  障害者総合支援制度に基づき、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むこと

ができるよう、また、継続的な就労活動ができるよう、利用者の意向、適性、障がいの

特性その他事情を踏まえた個別支援計画を作成し、利用者に対して適切かつ効果的な障

がい福祉サービスを実施する。 

 

２ 支出予算額                                                 (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ３４，６８５ ３７，８２８ △３，１４３ 

事業費支出 １，２７１ １，２２１ ５０ 

事務費支出 ４，７１９ ４，２５１ ４６８ 

就労事業・事業税支出 ８，０９６ ９，２８６ △１，１９０ 

繰入金支出 ２，３３４ ２，０３７ ２９７ 

支出合計 ５１，１０５ ５４，６２３ △３，５１８ 

 

３ 主要な施策 

  (1) 就労事業活動の実施     ８，０９６千円 

   一人ひとりの利用者に応じた就労の機会及び生産活動の機会を提供し、さらに知識・

能力が高まった利用者に対し、一般就労移行に向けた支援を行う。就労の方法は、施

設内での請負作業及び施設外でのグループ作業により、社会生活に必要な能力を養う

とともに、就労による収益を工賃として支払う。 

  (2) 就労継続支援Ｂ型事業の運営     ４３，００９千円 

    ① 事業所の運営 

   適正な人員配置を行い、感染症予防対策を徹底して、一人ひとりの能力に応じた就

労の機会及び生産活動の機会の提供を行い、さらに知識・能力が高まった利用者への

一般就労に向けた支援を行う。 

  ② 身体能力、日常生活能力の維持・向上のための支援 

   生活介護が行う音楽療法、大正琴、絵画教室などの余暇活動と併せて、身体能力、

日常生活能力の維持・向上を図るための支援を利用者の希望制により行う。 

  ③ 緊急時対策、防犯・防災対策 

   年２回、消防計画に基づく自衛消防訓練を利用者などの参加協力を得て実施する。 

   また、地震や豪雨などの災害時のほか、感染症流行期などにも継続してサービスが

提供できるよう、新たにＢＣＰ（業務継続計画）を策定し、体制を整備する。 

  

（障がい福祉課） 
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サービス区分 
16 地域包括支援センター（高齢者あんしん相
談センター）に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  市からの委託により、柏町、館・幸町地区の高齢者が住み慣れた地域で安心して生活

が続けられるように、相談を受け、高齢者を見守り、心身の状態に併せた支援を行う。

また「地域包括ケア」の中核機関として、必要な総合相談支援、権利擁護、包括的・継

続的ケアマネジメント支援、介護予防ケアマネジメントなどを実施する。 

 

２ 支出予算額                                                 (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 ６８，８３７ ６７，９９５ ８４２ 

事業費支出 ４，８７０ ５，４８５ △６１５ 

事務費支出 ８，４５９ ８，３６９ ９０ 

繰入金支出 ５４０ １，０００ △４６０ 

支出合計 ８２，７０６ ８２，８４９ △１４３ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 地域包括支援センター２か所（柏の杜、館・幸町）の運営    ６８，２０４千円 

  ① 総合相談支援業務 

   高齢者の相談を総合的に受け止めるとともに、コロナ禍における外出自粛に伴う身

体機能や認知機能の低下の状況を把握し、必要なサービスにつなげる総合相談支援を

行う。 

   ② 権利擁護業務 

      高齢者の虐待防止、消費者被害の予防対策、成年後見制度活用支援など、権利擁護

業務を行う。 

   ③ 包括的・継続的ケアマネジメント支援 

      高齢者に対し、包括的かつ継続的な福祉・介護サービスが提供されるよう、地域に

総合的、重層的なサービスネットワークを構築し、多様な社会資源を活用したケアマ

ネジメント体制の構築を支援する。 

   ④ 第１号介護予防支援業務 

      第１号被保険者の認定状況の実態把握、予防給付マネジメント業務、総合事業チェ

ックリスト業務、高齢者元気づくり事業などを行う。 

  ⑤ 包括的支援事業の取組 

在宅医療介護連携推進事業、自立支援型地域ケア会議の充実、認知症総合支援事業、

生活支援体制整備構築事業を行う。 

(2) 市受託事業（認知症施策、高齢者元気づくり事業）の実施     １，８０５千円 

     感染症予防対策を講じて、認知症カフェや自立支援教室などを行う。 

 (3) 指定介護予防支援事業所の運営   １２，６９７千円 

   要支援認定者の予防給付に関するマネジメントを実施する。 

（長寿えがお課） 
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サービス区分 17 志木市総合福祉センターに要する経費 

 

１ 事業の概要 

  指定管理者として、住み良い地域社会の形成と福祉の増進を図るため、誰もが安心し

て利用できる地域福祉拠点施設の運営を行うとともに、複合施設の利点を活かし、関係

機関や団体と連携した事業を実施する。 

 

２ 支出予算額                                                 (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １９，５３９ ２０，８００ △１，２６１ 

事業費支出 １，０２３ １，０２０ ３ 

事務費支出 ２６，３５２ ２５，８９１ ４６１ 

支出合計 ４６，９１４ ４７，７１１ △７９７ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 総合福祉センターの管理運営   ４５，８９１千円 

   ① 利用促進 

      子どもから障がい者、高齢者に至る利用者がさまざまな目的で来館する複合施設で

あることから、館内各事業所の事業内容や予定を可能な限り把握し、窓口でワンスト

ップサービスの拡充や利用者対応の向上を図る。また、新たに会議室など各部屋にお

いてオンラインの活用ができるよう、インターネット環境を整備する。 

② 緊急時対策、防犯・防災対策 

      幅広い利用者に対応した危機管理体制を構築するため、年２回、消防計画に基づく

自衛消防訓練を実施し、すべての時間帯の緊急事態にも対応できるようする。 

 (2) 自主事業の実施   １，０２３千円 

  ① 総合福祉センターまつりの実施 

   利用者の会が中心となって、福祉団体や館内全ての事業所が参加し、さまざまな団

体やあらゆる世代の参加ができるようにするため、感染症拡大の状況を考慮し、交流

の場を設ける。 

  ② 映画会の実施 

   高齢者や児童向けなどの映画会を実施し、総合福祉センター及び関係事業所の利用

促進を図る。 

  ③ 地域福祉支援事業 

   印刷機、コピーサービスのほか、大判コピーサービスを行い、町内会などが行う地

域福祉活動を側面的に支援するほか、利用者の会などのサークル活動に対し、活動支

援・相談などを行う。  

（地域福祉課） 
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サービス区分 18 宗岡第二公民館に要する経費 

 

１ 事業の概要 

  指定管理者として、住民への教養の向上をはじめ、健康を増進し、生活文化の振興、

社会福祉の増進を図るため、利用者の誰もが安心して利用できるよう施設管理を行うと

ともに、関係機関や団体と連携して各種事業を実施する。 

 

２ 支出予算額                                                 (単位：千円） 

勘定科目 ３年度予算額 ２年度予算額 増減 

人件費支出 １４，８０４ １６，５０３ △１，６９９ 

事業費支出 ３，３９５ ３，２９５ １００ 

事務費支出 ９，１４８ ８，７７５ ３７３ 

支出合計 ２７，３４７ ２８，５７３ △１，２２６ 

 

３ 主要な施策 

 (1) 宗岡第二公民館の管理運営   ２３，９５２千円 

  ① 利用促進 

   総合福祉センター１階総合窓口に事務所を配置し、貸館や備品貸出などのサービス

をワンストップで行う。また、新たに会議室等各部屋においてオンラインの活用がで

きるよう、インターネット環境を整備する。 

② 緊急時対策、防犯・防災対策 

      幅広い利用者に対応した危機管理体制を構築するため、年２回、消防計画に基づく

自衛消防訓練を実施し、すべての時間帯の緊急事態にも対応できるようする。 

 (2) 自主事業の実施   ３，３９５千円 

  ① 公民館事業の実施 

   より多くの人に利用していただけるよう、感染症予防対策を徹底し、高齢者事業を

はじめ、一般成人事業、家庭教育・子育て支援講座、青少年事業、サークル支援事業

などを実施する。 

  ② 図書室事業の魅力向上 

   年末年始及び図書整理日以外の毎日、図書室を開室し、市内２館２室のネットワー

クにより、地域住民のさまざまな資料要求に対応するほか、視聴覚資料の状態チェッ

ク体制を整備し、より良い状態の資料を貸し出すことができるサービスを行う。 

また、児童に特化した図書室として、雑誌の購入内容について幼児や小学生向けの

雑誌を増やすよう見直し、子ども同士や親子で楽しめる親しみやすい図書室運営に努

める。 

（地域福祉課） 


